
工
事
中
な
ど
に
溶
接
・
溶

断
の
火
花
が
可
燃
物
に
着
火

し
て
火
災
に
な
る
事
例
が
後

を
絶
た
な
い
。
特
に
、
火
花

が
構
造
体
（
可
燃
性
の
柱
、

梁
、壁
、床
な
ど
）
や
断
熱
材

に
着
火
す
る
と
、
大
き
な
火

災
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
工

事
中
の
作
業
員
が
逃
げ
遅
れ

て
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
種
の
事
故
は
以
前
か
ら

あ
り
、
関
係
者
が
様
々
な
安

全
対
策
を
講
じ
て
来
た
が
、

な
か
な
か
無
く
な
ら
な
い
。

筆
者
は
、
そ
ん
な
溶
接
・
溶

断
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
研
究

会
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る

が
、
そ
ろ
そ
ろ
対
策
が
ま
と

ま
っ
て
来
た
の
で
、
本
稿
で

は
そ
の
考
え
方
を
紹
介
し
た

い
。

何
故
多
数
の
死
者
が
出
る
の

か
建
築
物
に
は
建
築
基
準
法

や
消
防
法
に
よ
り
様
々
な
防

火
安
全
対
策
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
の
で
、
完
成
後
は

必
要
な
防
火
安
全
性
能
は
備

わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
。
だ
が
、
建
設
中
は
そ
う

は
い
か
な
い
。
工
事
の
進
捗

状
況
に
も
よ
る
が
、
内
装
の

不
燃
化
、
防
火
区
画
、
非
常

用
の
照
明
装
置
、
避
難
路
、

自
動
火
災
報
知
設
備
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
な
ど
、
防

火
安
全
に
大
き
な
効
果
の
あ

る
対
策
も
ま
だ
無
効
な
場
合

が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
火
災
が
発
生
す
る
と
、
早

期
に
発
見
し
て
消
火
し
な
い

限
り
、
作
業
員
が
避
難
す
る

こ
と
す
ら
大
変
で
あ
る
。

最
近
で
は
発
泡
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
系
断
熱
材
や
こ
れ
を
心

材
と
し
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ

ネ
ル
（
以
下
「
有
機
系
断
熱

材
」）が
施
工
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
こ
れ
に
着
火
す
る

と
、
短
時
間
の
う
ち
に
大
量

の
黒
煙
や
一
酸
化
炭
素
な
ど

の
有
毒
ガ
ス
が
発
生
す
る
た

め
、
人
命
危
険
が
極
め
て
高

く
な
る
。

こ
の
た
め
、
建
築
基
準
法

施
行
令
第
１
３
８
条
の
８
で

は
、「
建
築
工
事
等
に
お
い
て

火
気
を
使
用
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
場
所
に
不
燃

材
料
の
囲
い
を
設
け
る
等
防

火
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
消
防
法

第
８
条
と
施
行
令
第
１
条
の

２
で
は
、
建
設
中
の
大
規
模

な
建
築
物
や
船
舶
は
、
工
事

中
の
防
火
管
理
者
の
選
任
・

消
防
計
画
の
作
成
・
消
防
機

関
へ
の
提
出
・
訓
練
等
の
義

務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
消
防
法
の
規
定
は
、
02
年

の
長
崎
の
大
型
客
船
の
火
災

（
表
参
照
）
を
契
機
に
定
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

溶
接
・
溶
断
の
火
花
に
よ
る

火
災総

務
省
消
防
庁
の
調
査
で

は
、
17
～
19
年
に
発
生
し
た

工
事
に
起
因
し
た
建
物
火
災

の
う
ち
、
発
火
源
が
溶
接
機

器
・
切
断
機
で
あ
る
火
災
は

２
０
１
件
あ
っ
た
が
、
こ
の

う
ち
火
花
が
飛
ん
で
可
燃
物

に
着
火
し
た
火
災
が
１
４
４

件
（
72
％
）
で
、
圧
倒
的
に

多
く
な
っ
て
い
る
。

着
火
物
別
に
見
る
と
、
２

０
１
件
中
、
木
屑
・
紙
屑
類

66
件
（
33
％
）、構
造
体
33
件

（
16
％
）、断
熱
材
29
件
（
14

％
）
と
な
っ
て
い
て
、
断
熱

材
は
第
３
位
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
火
災
が
大
き
く
な
る

（
部
分
焼
～
全
焼
）
率
で
み

る
と
、
断
熱
材
に
着
火
し
た

場
合
は
79
％
で
第
２
位
で
あ

る
。
ち
な
み
に
第
１
位
は
構

造
体
（
85
％
）
で
、
木
屑
・

紙
屑
類
は
44
％
と
低
い
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
合
わ
せ

る
と
、溶
接
・
溶
断
に
よ
る
火

災
は
、
火
花
が
可
燃
性
の
床

や
壁
、
断
熱
材
に
着
火
す
る

火
災
が
数
も
多
く
危
険
で
、

初
期
消
火
で
き
な
け
れ
ば
80

％
程
度
の
確
率
で
大
き
く
燃

え
広
が
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。

火
花
は
ど
の
く
ら
い
飛
ぶ
の

か
溶
接
・
溶
断
の
火
花
は
水

平
方
向
に
10
ｍ
程
度
は
飛
ぶ

が
、
滞
空
時
間
が
長
い
と
そ

の
間
に
温
度
が
下
が
っ
て
着

火
能
力
を
失
う
。
16
～
19
年

の
東
京
消
防
庁
管
内
の
火
災

事
例
の
う
ち
詳
細
が
確
認
で

き
た
12
件
で
見
る
と
、
水
平

方
向
で
は
50
㎝
程
度
飛
ん
で

断
熱
材
に
着
火
し
た
の
が
最

大
飛
距
離
で
あ
る
。
ち
ょ
っ

と
短
い
よ
う
に
思
え
る
が
、

事
例
が
少
な
い
の
で
安
心
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

一
方
、
多
摩
の
火
災
の
よ

う
に
、
高
所
や
床
の
隙
間
か

ら
下
の
階
に
火
花
が
落
下
し

て
可
燃
物
に
着
火
す
る
場
合

も
多
い
。
東
京
消
防
庁
の
事

例
で
は
、
９
ｍ
下
方
に
あ
っ

た
断
熱
材
に
着
火
し
た
事
例

が
あ
る
。
断
熱
材
以
外
で

は
、
７
ｍ
下
方
の
廃
材
に
着

火
し
た
事
例
が
あ
る
。

溶
接
・
溶
断
に
よ
る
火
災

を
防
ぐ
た
め
の
ア
メ
リ
カ
や

日
本
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

火
花
は
水
平
方
向
に
も
下
方

に
も
、
10
ｍ
は
飛
ぶ
も
の
と

考
え
て
安
全
対
策
を
講
じ
て

作
業
す
べ
き
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
を
見

る
と
納
得
で
き
る
。

不
燃
材
料
認
定
さ
れ
た
も
の

で
も
燃
え
る
こ
と
が
あ
る

注
意
す
べ
き
は
、
有
機
系

断
熱
材
に
難
燃
処
理
を
し
て

不
燃
材
料
認
定
を
と
っ
た
も

の
で
も
、
状
況
次
第
で
激
し

く
燃
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と

だ
。
不
燃
材
料
の
試
験
方
法

は
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
た

試
験
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

事
実
上
、
国
土
交
通
省
が
決

め
て
い
る
。
そ
の
試
験
方
法

は
複
数
あ
る
が
、
最
も
手
軽

な
、
小
片
を
使
っ
た
コ
ー
ン

カ
ロ
リ
ー
メ
ー
タ
ー
に
よ
る

場
合
に
は
、
作
業
場
所
か
ら

周
囲
及
び
下
方
10
ｍ
以
内
に

あ
る
可
燃
物
（
有
機
系
断
熱

材
を
含
む
）
を
排
除
す
る
の

が
原
則
で
あ
る
。
ど
う
し
て

も
排
除
で
き
な
い
場
合
は
、

可
燃
物
の
周
囲
も
ス
パ
ッ
タ

シ
ー
ト
で
覆
っ
て
か
ら
作
業

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま

た
、溶
接
・
溶
断
作
業
を

行
う
場
合
に
は
、
周
囲
や
下

階
に
火
災
の
監
視
者
と
消
火

器
を
配
置
し
、
作
業
終
了
後

も
定
期
的
に
（
少
な
く
と
も

１
時
間
お
き
に
３
回
以
上
）

点
検
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
は
、

火
の
気
の
確
認
に
極
め
て
有

効
な
の
で
、
点
検
の
際
に
は

積
極
的
に
使
用
す
べ
き
で
あ

る
。作

業
終
了
後
に
長
期
間
点

検
を
続
け
る
こ
と
は
難
し
い

発
熱
性
試
験
が
選
択
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
こ
の
試
験
は

輻
射
熱
に
よ
る
着
火
性
の
合

否
を
判
断
す
る
に
は
向
い
て

い
る
が
、
大
火
源
で
直
接
加

熱
し
た
場
合
の
着
火
性
の
判

断
に
は
向
い
て
い
な
い
。

難
燃
処
理
さ
れ
た
有
機
系

断
熱
材
は
、
コ
ー
ン
カ
ロ
リ

ー
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
試
験
に

合
格
し
て
不
燃
材
料
と
認
定

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
大

火
源
に
よ
る
試
験
で
は
結
局

燃
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
。溶

接
・
溶
断
作
業
を
行
う

者
は
こ
の
こ
と
を
十
分
に
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

「
不
燃
材
料
」
の
認
定
マ
ー

ク
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
と
思

っ
て
そ
の
付
近
で
溶
接
・
溶

断
作
業
を
行
う
と
、
思
わ
ぬ

火
災
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
か
ら
だ
。
こ
の
種
の
断

熱
材
は
着
火
し
に
く
い
こ
と

は
確
か
だ
が
、
別
の
可
燃
物

に
着
火
し
て
火
災
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
難
燃
処
理
を
し

て
い
な
い
も
の
と
同
じ
く
ら

い
激
し
く
燃
え
、
大
量
の
黒

煙
と
有
毒
ガ
ス
を
発
生
す

る
。

溶
接
・
溶
断
に
よ
る
火
災
を

防
ぐ
に
は

溶
接
・
溶
断
に
よ
る
火
災

と
思
わ
れ
る
の
で
、
出
火
危

険
が
高
い
と
予
想
さ
れ
る
場

所
に
、
火
災
検
知
シ
ス
テ
ム

（
ポ
ー
タ
ブ
ル
な
機
器
も

可
）
を
設
置
す
る
の
も
有
効

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
整
理
す
る

と
、
溶
接
・
溶
断
作
業
に
よ

る
火
災
を
防
ぐ
に
は
、
当
た

り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に

や
る
こ
と
に
尽
き
る
、
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
。
古
典
的

な
手
法
だ
が
、
溶
接
・
溶
断

作
業
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た

め
の
基
本
知
識
を
整
理
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
工
事

関
係
者
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い

か
。こ

う
考
え
て
、
我
々
の
研

究
会
で
も
、
近
々
、
最
新
の

知
見
を
盛
り
込
ん
だ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
発
行
す
る
予
定
で

あ
る
。

を
防
ぐ
に
は
、
有
機
系
断
熱

材
の
施
工
は
必
ず
溶
接
・
溶

断
作
業
の
後
に
行
う
よ
う
、

工
程
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と

が
基
本
で
あ
る
。
溶
接
・
溶

断
作
業
の
後
に
施
工
す
る
つ

も
り
で
、
周
囲
に
有
機
系
断

熱
材
を
積
ん
で
お
く
と
、
そ

れ
に
着
火
し
た
り
燃
え
草
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

溶
接
・
溶
断
作
業
を
行
う

場
所
の
周
囲
を
不
燃
性
ボ
ー

ド
類
や
ス
パ
ッ
タ
シ
ー
ト

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
１
３
２
３
の
Ａ

種
の
も
の
）
で
囲
う
こ
と

は
、
大
原
則
で
あ
る
。

工
事
現
場
で
は
急
に
作
業

順
序
が
変
更
に
な
り
、
有
機

系
断
熱
材
を
施
工
し
た
後
に

溶
接
・
溶
断
作
業
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
も

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の

溶
接・溶
断
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ

地
水
火
風
牧
野
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表　溶接・溶断による最近の主な火災　溶接・溶断による最近の主な火災を整理したものである。韓国や中国で40～50名
の方が亡くなる火災がたびたび発生しているのが目を引く。日本では、18年の多摩市の火災が記憶に新しい。この火災で
は、地下の工事現場で鉄骨の溶断作業中に、火花が床の隙間から落下して下階の天井に施工されていた吹き付けウレタ
ンフォームの断熱材に着火した。有機系建材特有の大量の黒煙が短時間に建物中に充満し、逃げ遅れた作業員5名が亡く
なった。工事現場では多数の作業員が働いており、かろうじて避難できた人たちも、間一髪だったという。

過去の火災事例

年月 場所 原因 着火物 火災概要 死者数

2002年10月 長崎市 溶接 有機系梱包材 建造中の大型客船の下層船室内。5 万㎡焼損。 0 名

2008年1月 韓国利川 溶接 可燃性蒸気 建設中の地下冷凍倉庫。サンドイッチパネル
や吹付ウレタンフォームに着火。 40 名

2010年11月 中国上海市 溶接 竹の足場とナイロンの防護幕
28 階建高層マンションの外壁工事中。外
断熱用の発泡ポリスチレンと吹付ウレタン
フォームに着火。

53 名

2015年4月 苫小牧市 溶断 壁・天井のポリウレタンフォーム キノコ工場でパイプ補修工事中。４千㎡焼損。 4 名

2018年7月 東京多摩市 溶断 吹付ウレタンフォーム 建築中のビルで鉄骨の溶断火花が床の隙間に
落下し着火。 5 名

2019年2月 東京大田区 溶接 ポリウレタンフォーム 5 階建て冷凍冷蔵倉庫の配管溶接作業中。
660㎡焼損。 3 名

2020年4月 韓国利川 溶接 壁・天井の吹付ウレタンフォーム 建設中の倉庫の地下 2 階で出火。 38 名


